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Abstract

Astudywascarriedouttosurveytheshrimpfauna，asapartoftheecologicalstudiesonthe

faunamacruraandmysidaceainthesouthemYatushiroSea・

Theshrimpspecimenswerecollectedl3timesbyajoren-amiintide-land，３timeswith

electricalnetincoastalregions，ａｎｄ２ｔｉｍｅｓｗｉｔｈａｓｍａｌｌｂｅａｍｔｒａｗｌｎｅｔｉｎｏｆｆｓｈｏｒｅｏｖｅｒａ

ｐｅｒｉｏｄｏｆｏｎｅyearfromJuly，l987toJuly，1988．

Theshrimpspecimenswereclassifiedinto26speciesbelongingtolOfamilies・Ofthese，１１

speciesbelongedtoPenaeidae，l4speciesbelongedtoCaridaeandlspeciesofPalinura・
ThenumbersofMな”e7zaeQPsfs伽γ伽",Ｐｾ72αez‘sj‘ZP０，zjCzﾑs,Qzz'29”‘Zﾉﾂﾂ城,雌ZZZPe”ez‘se'zszs，

Pﾚﾌzaez‘ss”加加z‘sα'２‘畑砂ﾙez4s伽り航s"“wereabundant・Otherspecieswerefeworrare、

l5speciesofshrimpsandprawnswerecommoninthesouthemYatushiroandAriakeSeas・

TheprawnsofPenaeidaeweredistributedinalloverthesouthemYatushiroSea，butthe

juvenilesofPｾﾂz‘z“””cz‘S(Ｂ､Ｌ、＜１０cm）weredistributedintide-landsandsurrounding
areas、ExceptfortheA恥ﾙez4s伽Ｕ航s"“shrimpsofCaridaeweredistributeｄｉｎｃｏａｓｔａｌ
ａｒｅａｓ．

八代海南部の出水沖海域は黒ノ瀬戸や伊唐瀬戸などの狭水道によって外海と連結している

半閉鎖的な５０ｍ以浅の浅海域である。当海域の奥部にはＦｉｇ．１に示すように，高尾野川

と福ノ江川の流入する広い干潟が形成されており，多くの稚エビや稚魚の生育場となってい

る。特にエビ類については，クルマエビ、クマエビ、ヨシエビ、アカエビ等が多く生息し，

昔からクルマエビ類の好漁場として有名である。

本研究は当海域のエビ類相について，採集を行ない検討したのでその結果について報告す
る。

＊

鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGearScience，FacultyofFisheries，
KagoshimaUniversity,50-20Shimoarata4，Kagoshima890,Japan）
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エビ類の試料採捕は1987年７月から1988年７月までの１年間実施した。採捕場所はＦｉｇ．
１．に示す28点で，主として出水市の名護漁港から鮪島にかけての干潟域とその沖合の１０ｍ

以浅域である。採捕方法は干潟域では手曳きの「じよれん｣，その沖合では貝桁網を用いた。
また，キエビ漁船（手繰第２種）に乗船し，その入網物の中から試料を採集した。

「じよれん」は12×50cmの鉄筋枠に長さ約50cmのモジ網（４×４本，180径）を装着した

もので，網口より10cm前方にエビおこしのための鉄爪（長さ５cm，間隔２cm）を設けた。こ

の網を人力を用いて干潟上を曳き，毎月の大潮時，６定点において合計13回の試料採集を行

なった。なお,各定点における「じよれん｣曳きの掃立面積は10㎡である。貝桁網は120×70ｃｍ

の鉄パイプ枠に目合２cm，長さ100cmの泥こし部と４×４本，180径，長さ160cmの魚捕部か

らなる網を装着した電気網で，干潟沖の１０ｍ以浅域の20点において本学調査船「ゆめ」（2.8

試料と方法
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トン）により，1988年５月から７月までの各月１回曳網した。１回の曳網距離は90～540ｍ

であった。キエビ網は網口巾3.3ｍ，網高さ約2.5ｍ，網全長１７ｍの網に長さ８ｍの開口

竹を装着し，曳網速力約２ノットで曳網されるものである。1988年７月の上旬と下旬の２回，

このキエビ漁船「長栄丸」（４トン）に乗船し，エビ曽根を中心とする水深約２０ｍ付近の海

域において曳網されたとき,各１回分の全入網物を実験室に持ち帰り,エビ類の査定を行なっ

た。このほか，イセエビを含む少量個体の試料を出水市漁業協同組合に水揚げされたものの

中から抽出した。種の査定は武田1)，三宅2)，林3),4)，岡田5)によった。なお，試料個体100以

上の種を「多量｣，100未満10以上の種を「少量｣，１０以下の種を「まれ」とした。

結 果

採集されたエビ類は4627個体で，Ｔａｂｌｅｌに示すように，１０科26種に分類できた。最も多

く出現した種はアカエビで，全体の31.4％に当り，次にクルマエビ、エビジヤコ、ヨシエビ、

クマエビ、テッポウエビの順となり，これ以外のエビ類は極めて少ない。これらのエビ類の

出現域を見ると，干潟域ではエビジヤコ、クルマエビの稚エビが多く，２～１０ｍ域ではク

ルマエビ、アシナガスジエビ、イソスジエビ等が出現した。水深約２０ｍのエビ曽根付近では，

アカエビ、クルマエビ、ヨシエビ、クマエビ、テッポウエビが多くみられた。

考 察

八代海の甲殻類については，池末6)らによって研究されているが，池末らの報告によると，

当海域に生息するエビ類は７科22種とされている。本研究において，調査海域のエビ類につ

いて採集を行なった結果，エビ類の種類は10科26種に亘り，あらたに採集したエビ類はタラ

バエビ科，ヨコシマエビ科，イセエビ科の３科12種である。そこで，池末らの報告結果に本

報の結果をあわせてみると，八代海に生息するエビ類は10科33種となり，池末6)の報告にあ

る有明海に生息する11科42種に近い結果となることがわかった。また，当海域のエビ類と有

明海のエビ類とは15の共通種が認められた。ちなみに，八代海の北部海域に生息するエビ類

の中で，まだ南部海域で報告されていないエビ類をＴａｂｌｅ２に示す。

今回の採集結果から，主な出現種について，その分布状況を見ると，まず，クルマエビ科

のエビ類は当海域のほぼ全域にわたり分布しているが，分布の中心は種類や成長度，季節に

よって異なることがわかる。クルマエビの場合は転換期の稚エビ（体長７～30mm）が５月下

旬から八代海南部の干潟域に出現し，成長するに従って沖合へ移動する傾向がある。その出

現のピークは８～９月にみられ，１０月下旬にはほとんど沖合へ移動するようである。１０cm前

後の若エビは干潟と桂島との中間域，また成エビは名護港より北方の沿岸域，桂島の北東水

域（10～11月)，桂島の西方水域にそれぞれ分布する。

アカエビ、クルマエビは中央海域及び西部沿岸域に分布するが，１２月ごろには主に西部沿

岸域に集中する。ヨシエビの稚エビの分布ははっきりとしていないが，成エビはクルマエビ

の分布に近い傾向を示すようである。

コエビ族のエビ類はテッポウエビを除き，ほとんど南部の浅海域及び沿岸の藻場に分布す
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Table１．Listofprawns，shrimpsandlobstercollectedinsouthern

regionoftheYatushiroSea．

モエビ科

コシマガリモエビ

ヒラツノモエピ

Ｒａｒｅ

Ｒａｒｅ

Ｒａｒｅ

JapaneseｎａｍｅScientificname

l）Fam・PENAEIDAE

１ヂＰｂｿZaez‘ｓｊ‘ゆり,z伽（Bate）
２ヂＰｔ７ｚ‘zez‘ssel"蜘如“（DeHaan）
３？Ｈ"αez‘sと伽jczz向‘s（Kishinuoye）
４ヂＭ誠qPelzag"sjby7z碗（Miers）
５ヂMEZZ”αど"se’2s2s(DeHaan）
６．Ｍ”Peｿzaez‘s伽”"zezjfz‘ｓ（Kishinouye）

７ヂＭＥ”eｼz‘zBz”s伽γ伽jZz（DeHaan）
８ヂＭ”elz‘z”sfsac伽ｉｓ（Rathbun）
９ヂＭ肱”‘”sis伽e伽Zz（DeHaan）
10ｆＴｍｃﾉb伽aEZ‘scz‘剛ms城（Stimpson）
２）Fam・PANDALIDAE

1LSM‘yO伽”γ汐吻（DeHaan）
３）FamSICYNIDAE

12．Ｈ増s加施如沈伽（Omori）

13.Ｆ1ｈs加伽ゅ．

４）FamHIPPOLYTIDAE

14・亙騨‘zaz71Pz‘sg”加伽ｓ（Stimpson）

15ヂＺ”ez4“’伽ms紬（DeHaan）
16．血ﾒｱ”“ゅ．

５）FamALPHEIDAE

l7ヂ４４ｸﾙez‘s伽zﾉﾒCｱｉｓ"“（DeHaan）
18ＭjﾘPﾉheZ4s”o"伽(Miers）
６）FamPALAEMONIDAE

19.Ｈｚ〃"o〃semｾｱ･(Stimpson）

20.Ｈｚ〃，zolzo””伽（Rathbun）

21．Ｒｚ伽'２０'z加峨czzs（Stimpson）
７）Fam・GNATHOPHYLLIDAE

22・Ｇ７Z鉱ﾙQｶﾉhy肋沈α"eｱｧαZ"”（Gu6rin）
８）Fam、PROCESSIDAE

23ヂＰｼ加温sszz”0"αZ（DeHaan）
９）Fam・CRANGONIDAE

24ヂCm7Zgり'2‘I/6伽s（DeHaan）
25.Ｃ、昭”ゆ
１０）Fam・PALINURIDAE

26ザＲz”Z”s””畑（VonSiebOld）

Remarks

クルマエビ科

クルマエビ

クマエピ

フトミゾエビ

シバェビ

ヨシエピ

トサエビ

アカエビ

トラエビ

ホッコクエピ

サルエピ

タラバエピ科

イズミエビ

イシエビ科

チピイシエピ

Abundance,importantspecies

Abuntance,importantspecies
Few

Few

Abundance,importantspecies
Rare

Abundance,importantspecies
Few

Rare

Few
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テッポウエビ科

テッポウエビ

テナガテッポウエピ

テナガエピ科

スジエピモドキ

アシナガスジエビ

イソスジエビ

ヨコシマエピ科

ヨコシマエビ

ロウソクエピ科

ロウソクエピ

エビジャコ科

エピジャコ

Abundance

Rare

Ｒare

イセエピ科

イセエピ

Abundance

Rare

＊：IndicatingthespeciescommoninsouthernYatushiro
andAriakeSeas．
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クルマエビ科

ウシエビ

モエビ

キシエピ

マイマイエビ

スベスベェピ

イシエピ科

イシエピ

タラバエビ科

Table２．ＬｉｓｔｏｆｐｒａｗｎｓａｎｄｓｈｒｉｍｐｓｉｎｔｈｅＹａｔushiroSeaexclusive
ofthesouthemarea．
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Scientificname

l）FamPENAEIDAE

Pe'2‘zEZ4S加”0.b'2（Fabricius）

ＭａＺ１”αez‘smQyE〃（Kishinouye）

Ｍ敏”αどz‘MhZej（Rathbun）

A4M岬e"‘zez‘ss"zajhc妙加（Stimpson）

Rzm伽‘ze"sjS〃肋（Bate）
２）Fam・SICYNIDAE

Sj‘yO"加硫sZZz”（DeHaan）

３）Fam、PANDALIDAE

P肱s加伽妙．

Remarks
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る。エビジヤコは干潟およびその付近，特に河口域に多くみられるが，春季には多く出現す

る。

エビ類の生息環境については，これまでにクルマエビの生息と塩分濃度，底質との関係に

関する報告が多くあった7-12)。そこで，この２つの環境特性について，当海域の概要をみると，

まず塩分濃度については，当海域は高尾野川及び福ノ江川から流入する淡水の影響を受け易

い環境下にあるため，塩分濃度の値は沖合海域の33％前後に対して，干潟域では28％～30％

となり，全体的にやや低鹸傾向を示している。次に底質の粒度分布については，本中野'3)に
よると，八代海南部の底質は全体的に砂分75％をこえる砂質地で多く占められているが，干

潟域の粗砂底質に対し，中央部や北方域は泥砂質となり，沖合にむかって細粒化の傾向をみ
せていると云う。

エビ類の出現状態と上述の生息環境から，当海域のエビ類の分布生態をみると，クルマエ

ビは塩分濃度28％～33％，粗砂底質の沿岸付近に多く分布する傾向があることがわかる。特

に転換期のクルマエビは河口に近い干潟に多く分布する。一方，アカエビ、クマエビ、ヨシ

エビ、サルエビ、トラエビ、テッポウエビは塩分濃度の高い泥砂質の海域に分布する傾向が

認められた。しかし，クマエビの稚エビが藻場を好むという報告があるが，今回の調査では

認められなかった。コエビ族の多くは沿岸の浅海域や藻場に分布し，環境との相関がはっき

りしない種が多い。エビジャコの場合は，内湾の砂泥，砂底，またアマモ帯に生息するとい

われているが，今回の調査では，塩分濃度の低い河口や塩分濃度が3'％以上の値を示す干潟

域に多く分布することがわかり，本種は広塩性に加えて底質に対しても適応性の大きいこと

が考えられる。

7．
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要 約

八代海南部海域のエビ類相をあきらかにするために，1987年７月から1988年７月採捕を行

なった。その結果は次のとおりである。

(1)．１０科26種4627個体のエビを採集した。このうち，クルマエビ族は２科１１種，コエビ族
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７科14種，イセエビ族ｌ科１種であった。

(2)．２６種のエビ類のうち，アカエビが最も多く，次にクルマエビ、エビジヤコ、ヨシエビ、

クマエビ、テッポウエビの順になっているが，そのほかのエビ類は少ない。

(3)．今回あらたに採集したエビはタラバエビ科，ヨコシマエビ科，イセエビ科の３科12種

である。

(4)．エビの種類は有明海の42種よりは少ないが，１５の共通種が認められた。

(5)．クルマエビ族クルマエビ科のエビ類は八代海南部のほぼ全域に分布しているが，転換

期のクルマエビは河口に近い沿岸域の干潟に多く分布する傾向がある。また，クルマエビの

若エビは干潟に近い沖側，成エビは沿岸域に多く分布する。その他のエビ類は泥砂底質の中
央海域及び西岸海域に多く分布する。

(6)．コエビ族はテッポウエビを除き，ほとんど沿岸の浅海域や河口に近い干潟に多く分布
する。

本論文のとりまとめについては本学教授の税所俊郎先生に御指導を賜わった。また，漁具

の製作には本学文部技官田畑静夫氏が当られた。試料採集に当っては出水市漁業協同組合職

員各位及び組合員の中原満氏にそれぞれ壷力していただき，また本学漁業生産学専攻畠中

実樹夫，木村幸嗣両君の御協力を得た。深くお礼申し上げる次第である。
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